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文部科学省・日本学術振興会の
公募要領に基づいています





 現在すでに科研費の助成を受けており、次年度以降も科研費助成が継続している研究員で、応募時の予定とは異なり、
研究が継続可能な環境を確保できなくなった場合には、研究の廃止手続きを行う必要があります。



Ｒ6公募
ＮＥＷ！

この動画内で、すべての変更点を
説明することはできませんので、

応募の際は、必ず
各自で最新の公募要領・記載要領等

をよく読んで
指示に従ってください。
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
39歳以下 40歳以上

博士の学位未取得者 ☓ ☓
博士の学位取得後８年未満 ○ ○
博士の学位取得後８年以上 ☓ ☓

複数の博士学位取得者は、最初の
学位取得日からの年数です。



応募件数が少ない場合には、事前選
考を行わない場合もあります。



研究計画調書の
紙での提出は不要になります。



必ず１人１枚提出 

応募する方は、必ず、この連絡票をご提出ください。

所内WEB・支援係の科研費公募ページからダウン

ロードできます。

紙の提出は不要です。

電子システム上で

「確認完了・提出」をクリック!

再度 「確認完了・提出」









科研費では、応募者が自ら自由に課題設定を行うため、提案課題の学術的意義に加え、
独自性や創造性が重要な評価ポイントになります。
このため、「基盤研究」及び「若手研究」の研究計画調書様式では、学術の潮流や新たな
展開などどのような「学術的背景」のもとで、どのような「学術的『問い』」を設定した
か、当該課題の「学術的独自性や創造性」「着想に至った経緯」「国内外の研究動向と本
研究の位置づけ」はどのようなものか、などの記述を求めています。

審査員に学術的重要性等が適切に伝わるように、研究計画調書を作成してください。
（「日本学術振興会 資料」より）



応募資格



e-Radへの登録、
ID及びパスワード

研究計画が公募の対象と
なりうるか















開示希望の有無の選択

直接経費について

研究代表者の
「部局」「職名」の変更

研究経費の入力

エフォートの入力





ファイルサイズに注意
グレースケールで確認様式の改変は禁止

今年度版で作成

使用する文字サイズと
項目タイトルの位置に注意

各種委員会の承認状況は
申請時に明記




